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きいて・めもして・こたえよう 小2　No.12

けいさつかんの　はなし

なまえ

きくめあて 「しごと」「もって　いる　もの」を　おとさずに　ききま

しょう。

しごと

見まわりの　しかた
み

もって　いる　どうぐ

© School Stock



けいさつかんの　はなし 小2　No.12｜はたらく人｜先生用（放送のすすめ方・放送文・めものれい・こたえ）

すすめ方

① 中央の点線で山折りにして、「めも」の面だけを表にする（問題を先に見せない）。
② この放送文を先生が読む（または用意した音声を流す）。読む回数：2回。聞きながらメモを

取らせる。

③ 放送が終わったらプリントを開き、メモを見ながら問題に答えさせる。

放送文

こうばんで　はたらく、けいさつかんに　おはなしを　ききました。

「わたしたちの　しごとは、町の　人が　あんぜんに　くらせるように　まもる　こと

です。道が　わからない　人に　道あんないも　します。」

「こまった　ことが　あったら、いつでも　こうばんに　来て　ください。まい日、じ

てん車や　パトカーで、町を　見まわって　います。」

「ベルトには、けいさつてちょうや、ふえや、けいぼうを　つけて　います。みんなの　

まちを　まもるための　どうぐです。」

めものれい

しごと　町の人を　まもる／道あんない

見まわり　じてん車・パトカー

どうぐ　てちょう・ふえ・けいぼう

こたえと かいせつ

（1）ア

「町の　人が　あんぜんに　くらせるように　まもる　ことです」と　いって　

いました。

（2）パトカー

「じてん車や　パトカーで、町を　見まわって　います」の　ところです。

（3）ウ（かさ）

ベルトには「けいさつてちょう・ふえ・けいぼう」を　つけて　いると　いっ

て　いました。
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